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研究シーズの概要 

日本画の制作手順や方法を説明し、地域住民の方々に日本画を体験してもらうワークショップを開催する。 

研究シーズの詳細 

◆研究例◆

・「日本画を描く」

スポーツと歴史とアートのまちづくりをすすめる横川で

2013 年から始まった地域密着型のアートプロジェクト

「横川商店街劇場」に参加し、日本画を体験するワー

クショップを行った（2017）。

地域住民の方々を対象とし、広島市立大学日本画研

究室のスタッフの指導のもとで、日本画の顔料・材料に

触れ、小色紙に絵を描く。参加費は一人 1,000 円徴

収し、残りは広島市立大学社会連携プロジェクト採択

事業の資金を活用した。

完 成 し た 作 品 は 、 横 川 商 店 街 劇 場 の 期 間

（2018.9.16～9.24）に横川創苑のギャラリーにて

展示を行った。

想定される用途・応用例 

◆小学生から高校生を対象とした、日本画体験のワークショップ

セールスポイント 

日本画はまだまだ馴染みがない方が多く、また制作過程も複雑で道具類を揃える必要もあるため、個人で気軽に

始めるには少々難しい分野である。日本画を体験してもらうことで興味関心も持っていただき、美術を通して広島

市の文化発展と地域の活性化に繋がればと考える。 
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